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上
代
日
本
語
連
濁
論
の
ア
ポ
リ
ア

工

藤

力

男

は
じ
め
に

早
く
目
覚
め
た
日
曜
日
の
朝
は
、
寝
床
の
中
で
、
六
時
か
ら
始
ま
る

ラ
ジ
オ
第
二
放
送
の
「
古
典
講
読
」
の
再
放
送
を
聴
い
て
過
ご
す
こ
と

が
あ
る
。
令
和
四
年
度
は
萬
葉
集
の
講
読
で
あ
っ
た
。

令
和
五
年
二
月
十
二
日
は
、
巻
第
三
の
大
伴
家
持
の
作
歌
を
め
ぐ
る

講
義
で
、
急
死
し
た
安あ
さ

積か
の

皇み

子こ

の
死
を
悼
む
挽
歌
が
扱
わ
れ
た
。
そ
の

二
タ
組
の
長
反
歌
の
う
ち
、
あ
と
の
長
歌
の
読
み
方
が
耳
に
残
っ
た
。

そ
の
歌
の
前
半
を
岩
波
文
庫
版
『
万
葉
集
』
第
一
冊
か
ら
引
き
、
必
要

な
振
仮
名
を
残
し
て
掲
げ
る
。
な
お
、
萬
葉
歌
か
ら
の
引
用
に
は
、

『
國
歌
大
觀
』
の
歌
番
号
を
洋
数
字
に
か
え
、
丸
括
弧
で
挟
ん
で
示
す
。

他
の
文
献
な
ど
の
刊
行
年
は
、
亀
甲
括
弧
内
に
洋
数
字
で
示
す
。

か
け
ま
く
も　

あ
や
に
恐か
し
こし　

わ
が
大
君　

皇み

子こ

の
命み
こ
と　

も
の
の

ふ
の　

八や

十そ

伴と
も

の
男を

を　

召
し
集つ
ど

へ　

あ
ど
も
ひ
た
ま
ひ　

朝
狩

に　

猪し

鹿し

踏
み
起
こ
し　

夕
狩
に　

鶉と

雉り

踏
み
た
て　

大お
ほ

御み

馬ま

の

口
抑お
さ

へ
と
め
…
…
（478

）

わ
た
し
の
耳
に
つ
い
た
の
は
、
右
に
太
字
で
示
し
た
二
箇
所
の
読
み
で

あ
る
。
ラ
ジ
オ
の
朗
読
で
は
、
ア
サ
カ
リ
と
ユ
ウ
カ
リ
、
第
三
拍
は
清

音
「
カ
」
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ア
サ
カ
リ
・
ユ
ウ
カ
リ
の
音
列
か
ら
わ
た
し
が
想
起
す
る
語
は
、

「
麻
刈
」
や
外
来
植
物
「
ユ
ー
カ
リ
」
で
あ
っ
て
、
共
に
こ
こ
の
歌
に

は
そ
ぐ
わ
な
い
。
岩
波
文
庫
版
で
は
、
そ
こ
の
振
仮
名
は
「
あ
さ
が

り
」「
ゆ
ふ
が
り
」、
濁
音
「
ガ
」
で
あ
る
。

ラ
ジ
オ
の
講
義
に
用
い
た
テ
キ
ス
ト
が
何
に
よ
る
か
は
明
か
さ
れ
て

い
な
い
が
、
講
師
は
東
京
大
学
の
鉄
野
昌
弘
教
授
で
あ
る
。
鉄
野
氏
は
、
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師
で
あ
る
稲
岡
耕
二
氏
の
読
み
を
採
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ

う
推
測
し
て
、
稲
岡
氏
が
注
釈
し
た
、
和
歌
文
学
大
系
『
萬
葉
集

（
一
）』〔
明
治
書
院　

1997

〕
を
開
い
て
見
た
。
す
る
と
、「
あ
さ
か

り
」「
ゆ
ふ
か
り
」
の
振
仮
名
が
あ
る
。
無
論
、
鉄
野
氏
が
稲
岡
氏
の

著
書
を
テ
キ
ス
ト
に
選
ん
だ
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
考
え
る
手
が
か

り
に
は
な
る
だ
ろ
う
。

つ
い
で
に
、
同
書
の
他
の
箇
所
を
見
る
と
、
巻
第
六
の
山
部
赤
人
作

歌
（926

）
で
は
、「
朝
獦
」「
夕
狩
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
サ
ガ
リ
、
ユ

フ
ガ
リ
と
連
濁
形
で
附
訓
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
歌
番
号
を
括
弧
書

き
し
て
挙
げ
る
と
、「
朝
猟
」（3

）、「
朝
獦
」（4011, 4257

）
は
ア
サ

カ
リ
、「
暮
猟
」（3

）、「
暮
獦
」（4011

）
は
ユ
フ
カ
リ
と
清
音
形
で
読

ん
で
い
る
。
な
お
、
東
歌
を
集
め
た
巻
第
十
四
の
巻
末
近
く
に
あ
る
防

人
歌
五
首
の
う
ち
の
一
首
（3568

）
に
見
え
る
「
安
佐
我
里
」
に
は
、

「
あ
さ
が
り
」
と
振
仮
名
し
て
い
る
。

と
か
く
連
濁
は
難
し
い
。
萬
葉
語
の
朝
狩
・
夕
狩
に
も
二
つ
の
読
み

が
可
能
だ
、
と
い
う
人
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
、
萬
葉
歌
の
表

記
や
訓
法
に
関
心
を
寄
せ
る
人
の
感
想
は
違
う
だ
ろ
う
。
稲
岡
氏
は
一

昨
年
長
逝
し
た
が
、
萬
葉
集
、
特
に
柿
本
人
麻
呂
と
そ
の
歌
集
の
表
記

と
訓
に
つ
い
て
、
多
く
の
精
緻
な
論
考
と
著
作
を
残
し
た
人
で
も
あ
る
。

そ
の
人
が
、
ア
サ
カ
リ
・
ア
サ
ガ
リ
と
も
、
ユ
フ
カ
リ
・
ユ
フ
ガ
リ
と

も
附
訓
し
て
い
る
こ
と
を
ど
う
考
え
た
ら
い
い
だ
ろ
う
か
。

１　

本
稿
の
意
図

本
稿
で
は
、
通
行
の
萬
葉
集
の
テ
キ
ス
ト
や
注
釈
書
に
あ
っ
て
、
い

く
つ
か
の
複
合
語
の
読
み
方
に
連
濁
形
と
不
連
濁
形
が
混
在
し
て
い
る

こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
。
な
お
、
連
濁
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、

世
上
に
は
「
非
連
濁
」
の
語
が
通
用
し
て
い
る
が
、
わ
た
し
は
「
不
連

濁
」
を
用
い
る
。

萬
葉
集
の
歌
の
用
語
に
つ
い
て
連
濁
の
問
題
を
細
か
く
論
ず
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
さ
ほ
ど
古
い
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
日
本
古
典

文
学
大
系
の
『
萬
葉
集
』
四
冊
〔1957

～1962

〕
は
、
上
代
特
殊
仮

名
遣
の
知
見
を
駆
使
し
て
、
萬
葉
歌
や
上
代
日
本
語
の
解
釈
に
多
く
の

新
見
を
提
供
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
巻
第
一
、
柿
本
人
麻

呂
に
よ
る
二
群
四
首
の
通
称
「
吉
野
讃
歌
」（36

～39

）
に
「
山
川
」

が
三
回
出
現
す
る
が
、
振
仮
名
は
一
つ
も
な
い
。
見
開
き
の
対
照
ペ
ー

ジ
に
あ
る
原
文
は
無
訓
な
の
で
、
厳
密
に
は
読
み
方
が
分
か
ら
な
い
。

歌
意
に
よ
っ
て
明
ら
か
だ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

無
論
、
こ
の
件
に
細
心
の
意
を
払
う
研
究
者
も
あ
っ
た
。
管
見
で
は
、

右
の
古
典
大
系
本
よ
り
廿
数
年
早
い
、
山
田
孝
雄
著
『
萬
葉
集
講
義　
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巻
第
一
』〔
再
版　

1931

〕
が
そ
の
一
つ
で
、
右
掲
の
吉
野
讃
歌
の
第

一
首
に
左
記
の
注
が
あ
る
。

〇
山
川
之
清
河
内
跡　
「
ヤ
マ
カ
ハ
ノ
キ
ヨ
キ
カ
フ
チ
ト
」
と
よ

む
。
山
と
川
と
を
併
せ
て
い
へ
る
な
れ
ば
、「
カ
ハ
」
を
清
音

に
て
よ
む
べ
し
。（
以
下
略
）

同
じ
萬
葉
集
を
対
象
に
発
言
す
る
に
し
て
も
、
文
学
的
に
論
ず
る
人
は

こ
の
件
に
無
関
心
で
あ
る
傾
向
が
強
く
、
語
学
的
に
論
ず
る
人
は
細
心

な
注
意
を
払
う
傾
向
が
強
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

わ
た
し
は
、
奉
職
し
た
三
つ
の
大
学
で
国
語
学
を
講
じ
て
す
ご
し
た
。

そ
の
か
た
わ
ら
、
縁
が
あ
っ
て
、
四
十
代
の
半
ば
か
ら
、
岩
波
書
店
の

萬
葉
集
関
係
の
書
物
の
刊
行
に
関
わ
る
こ
と
が
続
い
た
。『
校
本
萬
葉

集　

新
増
補
版
』、
そ
の
第
三
次
増
補
修
訂
版
、
新
日
本
古
典
文
学
大

系
『
萬
葉
集
』（
以
下
、
新
大
系
版
と
略
記
）、
そ
し
て
岩
波
文
庫
版

『
万
葉
集
』（
以
下
、
文
庫
版
と
略
記
）
で
あ
る
。
文
庫
版
は
、
版
元
に

在
庫
が
乏
し
く
な
っ
て
増
刷
が
決
ま
る
た
び
に
、
訂
正
の
機
会
が
与
え

ら
れ
る
。
編
集
部
の
本
音
は
、
で
き
る
こ
と
な
ら
訂
正
な
し
で
増
刷
し

た
い
の
だ
が
、
執
筆
者
と
し
て
は
、
一
つ
で
も
誤
り
を
正
し
、
一
ミ
リ

で
も
前
進
し
た
い
の
で
、
行
数
の
変
わ
ら
ぬ
範
囲
で
の
訂
正
を
頼
み
こ

む
こ
と
を
繰
り
返
し
て
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

文
庫
版
の
執
筆
者
は
五
人
、
わ
た
し
は
生
存
す
る
三
人
の
内
の
最
年

長
者
で
、
齢
は
八
十
路
半
ば
に
達
し
て
余
命
も
お
ぼ
つ
か
な
い
。
第
一

分
冊
の
刊
行
か
ら
ち
ょ
う
ど
十
年
、
特
に
気
が
か
り
な
箇
所
に
つ
い
て

所
見
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
と
強
く
思
う
。
四
千
五
百
余
首
の
歌

に
つ
い
て
の
共
同
作
業
な
の
で
、
改
め
て
読
み
直
す
と
、
不
統
一
な
記

述
や
矛
盾
し
た
見
解
が
あ
れ
こ
れ
と
見
つ
か
る
。
根
拠
の
定
か
な
ら
ぬ

訓
や
注
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
箇
所
に
つ
い
て
、
ま
だ
緻
密
な
考
証
は

経
て
い
な
く
て
も
、
僅
か
な
可
能
性
に
す
が
っ
て
発
言
す
る
方
が
い
い

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
事
が
ら
の
う
ち
、
連
濁
に

限
っ
て
卑
見
を
開
陳
す
る
作
業
の
一
つ
で
あ
る
。

日
本
語
の
連
濁
に
関
す
る
発
言
や
研
究
の
歴
史
は
、
近
年
、
鈴
木
豊

氏
の
「「
連
濁
」
の
呼
称
が
確
立
す
る
ま
で
―
―
連
濁
研
究
前
史
―

―
」〔
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
『
国
文
学
研
究
』142　

2004

〕
や
、
屋

名
池
誠
氏
の
「〈
ラ
イ
マ
ン
氏
の
連
濁
論
〉
原
論
文
と
そ
の
業
績
に
つ

い
て
」〔『
百
舌
鳥
国
文
』11　

大
阪
公
立
大
学　

2019

〕
と
い
っ
た
貴

重
な
労
作
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
連
濁
」
を
書
名
に
冠
す
る
大
部
の
専
書
も
公
刊
さ
れ
た
。
佐
藤
武

義
・
横
沢
悦
利
氏
の
『
連
濁
の
総
合
的
研
究
』〔
勉
誠
出
版　

2018

〕

で
あ
り
、
平
野
尊
識
氏
の
『
連
濁
の
規
則
性
を
求
め
て
』〔
ひ
つ
じ
書

房　

2014
〕
で
あ
る
。
肥
爪
周
二
氏
の
大
著
『
日
本
語
音
節
構
造
史
の

研
究
』〔
汲
古
書
院　

2019

〕
は
、
七
百
ペ
ー
ジ
近
い
著
書
の
三
分
の
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一
を
「
清
濁
論
」
に
割
き
、
日
本
語
史
を
俯
瞰
す
る
視
点
か
ら
細
部
ま

で
論
じ
て
い
る
、
高
山
倫
明
氏
の
『
日
本
語
音
韻
史
の
研
究
』〔
ひ
つ

じ
書
房　

2012

〕
も
大
局
的
な
考
察
に
秀
で
た
論
で
、
教
わ
る
と
こ
ろ

が
多
い
。

以
下
、
あ
ま
た
の
研
究
者
の
業
績
に
助
け
ら
れ
て
、
萬
葉
歌
の
読
み

方
を
め
ぐ
る
さ
さ
や
か
な
思
索
の
跡
を
記
す
こ
と
に
す
る
。

２　

朝
狩
・
夕
狩

本
稿
執
筆
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
萬
葉
語
に
戻
る
。

萬
葉
集
に
は
朝
狩
の
用
例
が
六
つ
、
夕
狩
の
そ
れ
が
四
つ
認
め
ら
れ

る
。
そ
の
う
ち
、
両
語
を
対
句
に
し
て
い
る
の
は
二
つ
で
あ
る
。「
カ

リ
」
の
原
文
は
、
意
字
表
記
の
「
狩
・
猟
・
獦
」
の
ほ
か
、
前
掲
の
防

人
歌
五
首
の
中
に
音
仮
名
表
記
の
一
例
が
あ
る
。
そ
の
歌
の
原
文
を
残

し
た
形
で
引
く
。

後お
く

れ
居
て
恋
ひ
ば
苦
し
も
安あ

佐さ

我が

理り

の
君
が
弓
に
も
な
ら
ま
し
も

の
を
（3568

）

こ
の
巻
の
防
人
歌
に
は
東
国
語
の
特
徴
が
見
え
な
い
の
で
、「
ア
サ
ガ

リ
」
を
東
国
語
と
限
定
し
て
考
え
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。

文
庫
版
の
前
身
で
あ
る
新
大
系
版
の
読
み
下
し
で
も
、
朝
狩
・
夕
狩

は
「
ア
サ
ガ
リ
・
ユ
フ
ガ
リ
」
と
読
み
、
特
に
注
を
附
け
て
は
い
な
い
。

か
か
る
点
に
細
か
い
注
を
施
す
傾
向
の
強
い
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

（
以
下
、
新
編
全
集
と
略
記
）
の
『
萬
葉
集
』
も
す
べ
て
濁
音
で
あ
っ

て
、
注
は
な
い
。

い
ま
、
名
詞
を
「
Ｘ
」
と
し
て
、「
Ｘ
カ
リ
」
の
形
の
上
代
語
を
探

し
て
み
る
と
、
訓
字
表
記
の
「
蘆
苅
」（4459

）
に
「
ア
シ
カ
リ
」
の

訓
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
朝あ
さ

狩が
り

」
と
同
音
に
な
る
連
濁
形
の
「
麻あ
さ
が刈

り
」
も
不
連
濁
形
の
「
麻
カ
リ
」
も
、
上
代
文
献
に
は
見
あ
た
ら
な
い
。

「
麻
刈
り
」
を
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
に
求
め
る
と
、
江
戸
時

代
の
俳
諧
書
か
ら
、「
白
雄
句
集
」〔1793

〕、「
暁
台
句
集
」〔1809

〕

の
用
例
を
、「
ア
サ
カ
リ
」
で
挙
げ
て
い
る
。

萬
葉
集
か
ら
「
朝
＋
《
名
詞
》」
の
複
合
語
を
探
す
と
、
仮
名
表
記

の
確
か
な
例
と
し
て
、「
朝
ギ
リ
」
と
「
朝
ガ
ホ
」
が
あ
る
。
ほ
か
に
、

意
字
表
記
の
「
朝
霞
」
九
例
、「
朝
曇
」
一
例
、「
朝
東
風
」
二
例
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
朝
ガ
ス
ミ
・
朝
グ
モ
リ
・
朝
ゴ
チ
と
、
連
濁
形
の
訓

が
行
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
前
項
「
朝
」
に
よ
る
連
体
修
飾
の
構
造

で
、
後
項
の
語
頭
は
連
濁
形
「
ガ
・
グ
・
ゴ
」
に
変
化
し
て
お
り
、

「
朝
の
Ｘ
」
か
ら
消
え
た
連
体
助
詞
「
の
」
の
代
役
を
濁
音
が
務
め
て

い
る
ご
と
く
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
朝
の
狩
は
「
朝
ガ
リ
」
が
最
も
自
然
な
語
形
だ
と
い
う
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こ
と
に
な
る
。
因
み
に
、
現
在
通
行
の
大
部
の
辞
典
を
見
る
と
、
小
学

館
『
古
語
大
辞
典
』、『
角
川
古
語
大
辞
典
』、
東
京
大
学
出
版
会
『
古

語
大
鑑
』
と
も
に
、「
あ
さ
が
り
」
の
語
形
で
掲
げ
て
い
る
。
小
学
館

『
日
本
国
語
大
辞
典
』
は
「
あ
さ
が
り
」
で
掲
げ
て
、
語
義
記
述
に

「（「
あ
さ
か
り
」
と
も
）」
を
加
え
て
お
り
、
小
型
辞
典
の
三
省
堂
『
詳

説
古
語
辞
典
』
は
「
あ
さ
か
り
」
で
掲
げ
て
「
あ
さ
が
り
と
も
」
と
し

て
い
る
。３　

し
た
は
へ
／
し
た
ば
へ

本
節
で
は
、
言
及
す
る
六
首
の
歌
に
丸
囲
み
の
番
号
を
振
る
。

①
に
は
、
巻
第
九
の
田
辺
福
麻
呂
歌
集
か
ら
出
た
と
い
う
長
歌

「
娘を
と
め子

を
思
ひ
て
作
り
し
歌
一
首
」
の
冒
頭
を
引
い
て
、
言
及
箇
所
に

文
庫
版
の
原
文
を
括
弧
書
き
す
る
。

①
白
玉
の　

人
の
そ
の
名
を　

な
か
な
か
に　

言こ
と

を
下し
た
は延

へ
（
辞

緒
下
延
）（1792

）

第
四
句
の
原
文
の
「
下
」
は
、
鎌
倉
時
代
の
写
本
で
あ
る
西
本
願
寺
本

に
「
不
」
と
あ
る
が
、
平
安
時
代
の
写
本
の
文
字
を
採
っ
た
も
の
で
あ

る
。
文
庫
版
の
現
代
語
訳
に
「
言
葉
に
は
出
さ
ず
に
」
と
あ
り
、「
下

延
へ
」
を
動
詞
の
連
用
中
止
法
と
解
釈
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

続
け
て
、
同
巻
の
巻
末
、
高
橋
連
虫
麻
呂
歌
集
か
ら
「
莵う
な

原ひ

処を
と
め女
の

墓
を
見
し
歌
一
首
」
の
第
三
十
九
句
以
下
の
四
句
を
、
①
と
同
じ
要
領

で
掲
げ
る
。

②
隠こ
も

り
沼ぬ

の　

下し
た

延は

へ
置
き
て
（
下
延
置
而
）
う
ち
嘆
き　

妹い
も

が

去い

ぬ
れ
ば
（1809

）

「
隠
り
沼
の
」
は
動
詞
「
下
延
へ
」
の
枕
詞
で
、
続
く
句
は
「
心
ひ
そ

か
に
思
い
、」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

次
の
二
首
は
巻
第
十
四
の
東
歌
で
、
原
文
は
全
体
が
万
葉
仮
名
で
書

か
れ
て
い
る
。　

③
足
柄
の
御み

坂さ
か

か
し
こ
み
曇
り
夜
の
我あ

が
下し
た

延ば

へ
を
（
志
多
婆
倍

乎
）
言こ
ち

出で

つ
る
か
も
（3371

）

こ
の
歌
の
「
し
た
ば
へ
」
は
連
体
修
飾
語
「
我
が
」
を
う
け
る
名
詞
で

あ
る
。④

夏な
つ

麻そ

引び

く
宇う

奈な

比ひ

を
さ
し
て
飛
ぶ
鳥
の
至
ら
む
と
そ
よ
我あ

が
下し
た

延は

へ
し
（
之
多
波
倍
思
）（3381

）

こ
の
歌
の
第
三
句
以
下
は
、「
飛
ぶ
鳥
の
よ
う
に
、
あ
な
た
の
所
へ
行

き
着
こ
う
と
、
私
は
ひ
そ
か
に
思
っ
て
い
た
こ
と
だ
よ
。」
と
現
代
語

訳
さ
れ
て
お
り
、
結
句
の
「
下
延
へ
」
に
は
、「
人
知
れ
ず
思
い
続
け

る
こ
と
」
の
注
が
あ
る
。

残
る
⑤
と
⑥
は
と
も
に
大
伴
家
持
の
作
歌
に
見
え
る
。
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⑤
さ
百ゆ

合り

花ば
な

ゆ
り
も
逢
は
む
と
下し
た

延は

ふ
る
（
之
多
波
布
流
）
心
し

な
く
は
今
日
も
経
め
や
も
（4115

）

⑥
住す
み
の
え吉

の
浜
松
が
根
の
下し
た

延ば

へ
て
（
之
多
波
倍
弖
）
我
が
見
る
小

野
の
草
な
刈
り
そ
ね
（4457

）

と
も
に
動
詞
と
し
て
の
用
例
な
が
ら
、
⑤
は
不
連
濁
形
「
し
た
は
ふ

る
」、
⑥
は
連
濁
形
「
し
た
ば
へ
て
」
と
附
訓
し
て
い
る
。

以
上
の
六
例
の
言
及
箇
所
を
再
掲
す
る
。　

①
辞
緒
下
延
（
こ
と
を
し
た
は
へ
）

②
下
延
置
而
（
し
た
は
へ
お
き
て
）

③
阿
我
志
多
婆
倍
乎
（
あ
が
し
た
ば
へ
を
）

④
阿
我
之
多
波
倍
之
（
あ
が
し
た
は
へ
し
）

⑤
之
多
波
布
流
（
し
た
は
ふ
る
）

⑥
之
多
波
倍
弖
（
し
た
ば
へ
て
）

①
と
②
は
意
字
表
記
で
、
動
詞
の
連
用
形
「
し
た
は
へ
」
と
読
ま
れ

て
い
る
。
③
は
名
詞
「
し
た
ば
へ
」、
④
は
動
詞
「
し
た
は
へ
」
で
、

第
三
拍
の
清
濁
が
異
な
る
。
⑤
と
⑥
は
と
も
に
動
詞
で
あ
る
が
、
連
濁

形
と
不
連
濁
形
に
分
か
れ
て
い
る
。

万
葉
仮
名
「
波
」
と
「
婆
」
は
厄
介
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
わ

た
し
は
、
こ
こ
に
引
く
、『
萬
葉
集
全
注
』
巻
第
二
十
〔1988

〕
の
⑥

に
関
す
る
語
注
が
有
益
だ
と
考
え
る
。
著
者
は
木
下
正
俊
氏
で
あ
る
。

元
・
類
・
春
な
ど
非
仙
覚
本
及
び
寛
元
本
系
諸
本
に
「
之
多
婆
倍

弖
」
と
あ
り
、
西
・
陽
な
ど
の
仙
覚
文
永
本
の
み
が
「
之
多
波〇

倍

弖
」
と
あ
る
。
体
言
と
し
て
は
「
阿
我
之
多
婆○

倍
乎
」（
14
・
三

三
七
一
）
の
よ
う
に
連
濁
す
る
が
、
活
用
語
と
し
て
は
「
阿
我
之

多
波
倍
思
」（
14
・
三
三
八
一
）、「
之
多
波
布
流
」（
18
・
四
一
一

五
）
の
よ
う
に
ハ
は
清
音
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
考
慮
し
て

「
波
」
と
あ
る
文
永
本
を
採
っ
た
が
、
漢
音
で
は
「
婆
」
を
清
音

に
発
音
す
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
元
な
ど
に
拠
る
こ
と
も
一
考
に

値
す
る
。

こ
の
二
つ
の
仮
名
の
扱
い
に
苦
慮
し
た
ほ
ど
が
知
ら
れ
る
が
、
結
局
、

木
下
氏
の
選
択
し
た
仙
覚
文
永
本
の
本
文
を
良
し
と
す
べ
き
だ
、
と
わ

た
し
は
考
え
る
。

我
が
関
心
は
、
主
に
動
詞
「
し
た
は
ふ
」
と
、
そ
の
連
用
形
名
詞

「
し
た
ば
へ
」
の
関
係
に
あ
る
。
③
の
名
詞
を
「
し
た
ば
へ
」
と
読
む

な
ら
、
も
と
の
動
詞
も
、
第
三
拍
を
濁
音
の
「
ば
」
と
読
ん
で
い
い
、

と
い
う
判
断
も
あ
り
う
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
視
点
を
現
代
語
に
向
け
て
み
よ
う
。
例
え
ば
複
合
動
詞
「
通

り
か
か
る
」
に
対
し
て
、
そ
の
連
用
形
名
詞
を
「
通
り
が
か
り
」
と
言

う
よ
う
に
、
動
詞
は
不
連
濁
形
、
名
詞
は
連
濁
形
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

近
年
は
、
そ
の
連
濁
形
の
名
詞
か
ら
作
ら
れ
た
動
詞
「
通
り
が
か
る
」
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の
用
例
も
あ
る
。
言
わ
ば
、
動
詞
の
二
重
形
で
あ
る
。

中
世
、
複
合
動
詞
「
乗
り
換
ふ
」
に
対
し
て
、
予
備
の
乗
物
と
し
て

の
馬
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
扱
う
役
の
者
を
「
乗
り
が
へ
」
と
称
し
た
こ

と
が
、
往
来
物
や
節
用
集
な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
。
複
合
動
詞
「
着
か

ふ
」
の
連
用
形
名
詞
「
着
が
へ
」
も
似
た
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
。

『
三
省
堂
国
語
辞
典
』
第
八
版
（2022

）
は
「
き
が
え
る
［
着
替
え

る
］」
の
項
に
「
も
と
は
「
き
か
え
る
」。「
き
が
え
る
」
は
戦
前
か
ら

あ
り
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
優
勢
に
な
っ
た
。」
と
し
て
い
る
。

か
く
て
、
わ
た
し
は
、
⑥
に
関
す
る
『
萬
葉
集
全
注
』
の
趣
旨
を
容

れ
、
仙
覚
文
永
本
の
原
文
「
波
」
を
採
っ
て
、「
し
た
は
へ
て
」
の
訓

を
採
用
し
た
い
。
当
面
の
六
例
に
つ
い
て
、
動
詞
は
「
し
た
は
ふ
」、

そ
の
名
詞
形
は
「
し
た
ば
へ
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。

４　

ミ
語
法
と
連
濁

小
倉
百
人
一
首
の
「
秋
の
野
の
か
り
ほ
の
庵
の
苫
を
あ
ら
み
わ
が
衣

手
は
露
に
濡
れ
つ
つ　

天
智
天
皇
」
の
傍
線
部
の
よ
う
に
、
名
詞
を

「
を
」
で
受
け
て
「
形
容
詞
型
活
用
語
の
語
幹
＋
み
」
に
続
く
形
は
、

原
因
や
理
由
を
表
現
し
た
り
、
並
列
表
現
に
用
い
ら
れ
た
り
す
る
。
一

般
に
「
ミ
語
法
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
形
式
は
、
音
数
律
の
関
係
で
あ
ろ

う
、「
を
」
の
な
い
こ
と
も
多
い
。
上
代
に
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
の
語
法

は
、
平
安
時
代
以
後
も
和
歌
の
世
界
に
は
用
い
ら
れ
た
。

萬
葉
集
の
巻
第
三
、
山
部
赤
人
が
明
日
香
の
神か
む

岳を
か

に
登
っ
て
作
っ
た
、

廿
五
句
か
ら
成
る
長
歌
の
第
十
一
句
か
ら
の
八
句
を
引
き
、
言
及
し
よ

う
と
す
る
句
だ
け
を
太
字
の
原
文
で
掲
げ
る
。

明
日
香
の　

古
き
都
は　

山
高
三　

川
と
ほ
し
ろ
し　

春
の
日
は　

山
し
見
が
ほ
し　

秋
の
夜
は　

川
し
さ
や
け
し
（324

）

こ
の
表
現
は
萬
葉
集
に
現
行
の
訓
で
十
回
ほ
ど
出
現
す
る
。「
み
」
は

原
文
で
「
三
・
美
・
見
」
で
書
か
れ
る
ほ
か
、
無
表
記
の
五
箇
所
で
は

「
み
」
が
補
読
さ
れ
る
か
、
ミ
語
法
で
は
な
く
形
容
詞
の
活
用
語
尾

「
く
」
で
読
ま
れ
る
か
し
て
い
る
。

田
辺
福
麻
呂
歌
集
に
出
て
い
る
と
い
う
、
巻
第
六
の
「
春
の
日
に
三み

香か
の

原は
ら

の
荒
墟
を
悲
傷
し
て
作
り
し
歌
一
首
短
歌
を
并
せ
た
り
」
の
第
三
句

は
、
ち
ょ
っ
と
異
質
な
の
で
考
察
の
対
象
か
ら
は
ず
す
が
、
続
く
句
と

と
も
に
太
字
の
原
文
で
掲
げ
て
お
く
。

三
香
の
原　

久く

邇に

の
都
は　

山
高　

河
之
瀬
清　

住
み
よ
し
と　

人
は
言
へ
ど
も　

あ
り
よ
し
と　

我あ

れ
は
思
へ
ど
（1059

）

こ
れ
に
は
、「
た
か
み
・
き
よ
み
」「
た
か
く
・
き
よ
み
」「
た
か
み
・

き
よ
し
」
な
ど
の
訓
が
行
わ
れ
て
お
り
、
新
大
系
版
・
文
庫
版
は
「
た

か
く
・
き
よ
し
」
で
あ
っ
て
、
ミ
語
法
で
は
読
ん
で
い
な
い
。
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さ
て
、「
山
高
み
」
に
つ
い
て
、
自
分
の
関
わ
っ
た
新
大
系
版
と
文

庫
版
に
は
、
困
っ
た
事
実
の
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
巻
第
七
の

短
歌
（1342

）
の
初
句
と
第
二
句
は
「
山や
ま

高だ
か

み　

夕ゆ
ふ

日ひ

隠か
く

奴り
ぬ

」
の
よ
う

に
、
濁
音
「
だ
」
で
仮
名
づ
け
さ
れ
て
い
る
。
萬
葉
集
の
当
該
歌
以
前

ま
で
の
四
つ
の
「
山
高
み
」（324,　

909,　

1005,　

1039

）
は
清
音

で
「
や
ま
た
か
み
」
と
読
ん
で
い
た
の
に
、
こ
の
歌
に
至
っ
て
濁
音

「
だ
」
に
変
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
情
に
つ
い
て
、
新
大
系

版
の
当
該
歌
に
左
記
の
脚
注
が
あ
る
。

▽
初
句
の
原
文
「
山
高
」
は
、「
や
ま
だ
か
み
」
と
濁
っ
て
訓
む

説
（
新
編
古
典
文
学
全
集
）
に
従
う
。「
夜
麻
陀
加
美
（
山
高

み
）」（
古
事
記
・
下
（
允
恭
）・
歌
謡
）、「
椰
摩
娜
箇
弥
（
山
高

み
）」（
日
本
書
紀
・
允
恭
天
皇
二
十
三
年
三
月
・
歌
謡
）。

要
す
る
に
、
こ
の
句
の
第
三
拍
が
、
記
紀
の
歌
謡
で
は
「
ダ
」
の
仮
名

で
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
続
く
歌
を
追
っ
て
い
く
と
、
四
箇
所
（1736, 1747, 1841, 

4011

）
の
「
山
高
み
」
は
、
清
音
の
「
や
ま
た
か
み
」
に
戻
っ
て
読
ま

れ
て
い
る
。
途
中
、
巻
第
十
一
（2775

）
の
初
句
の
「
山
高
」
の
原
文

に
だ
け
「
や
ま
だ
か
み
」
の
振
仮
名
が
あ
る
が
、
読
み
下
し
文
に
は
そ

れ
が
な
い
。
い
か
に
も
不
統
一
で
あ
り
、
ぶ
ざ
ま
で
あ
る
。
複
数
の
人

間
に
よ
る
協
同
作
業
の
缺
点
が
露
呈
し
た
の
か
、
反
省
の
意
味
を
こ
め

て
告
白
す
る
。

「
山
だ
か
み
」
に
は
、
ほ
か
に
も
傍
証
が
あ
っ
た
。
巻
第
十
七
、
大

伴
家
持
の
長
歌
「
立た
ち

山や
ま

の
賦ふ

」
に
和
し
た
、
大
伴
池
主
の
長
歌
の
中
ほ

ど
、
第
十
九
句
か
ら
の
六
句
を
引
き
、
当
該
箇
所
を
太
字
の
原
文
で
示

す
。

立
ち
て
居
て　

見
れ
ど
も
異あ
や

し　

弥み

祢ね

太だ

加か

美み　

谷
を
深
み
と　

落
ち
た
ぎ
つ　

清
き
河か
ふ
ち内

に
（4003

）

池
主
の
他
の
作
の
仮
名
用
法
を
細
か
く
見
て
も
、「
太
」
が
「
ダ
」
の

仮
名
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。「
山
」
と
「
峰
」
は
紛
れ
も
な
い

類
義
語
な
の
で
、
先
の
十
例
の
「
山
高
み
」
に
も
連
濁
形
「
山
だ
か

み
」
を
主
張
す
る
こ
と
が
可
能
だ
ろ
う
。

山
と
峰
ば
か
り
で
は
な
い
。
萬
葉
歌
に
は
「
佐さ

刀と

騰ど

保ほ

美み

（
里
遠

み
）」（3988

）
の
例
が
あ
る
の
で
、「
山
だ
か
み
」
も
、
形
容
詞
「
山

だ
か
し
」
の
ミ
語
法
と
解
釈
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
肥
爪
周
二
氏

は
い
う
。
萬
葉
集
に
は
「
伊い

敝へ

杼ど

保ほ

久く

（
家
遠
く
）
し
て
」（3715

）

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
形
容
詞
「
さ
と
ど
ほ
し
」
も
考
え
ら
れ
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
そ
の
可
能
性
は
あ
り
う
る
に
し
て
も
、
そ
の
複

合
に
際
し
て
、
後
項
の
「
高
し
」「
通
し
」
が
、
連
濁
形
「
だ
か
し
」

「
ど
ほ
し
」
に
変
わ
る
可
能
性
を
ど
の
よ
う
に
論
証
し
た
ら
い
い
だ
ろ

う
か
。
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そ
も
そ
も
、
ミ
語
法
「
山
を
高
み
」
の
「
を
」「
み
」
の
語
性
自
体

が
よ
く
分
か
ら
な
い
。「
み
」
が
述
語
的
な
性
質
を
有
す
る
接
辞
で
は

あ
る
だ
ろ
う
が
、
上
代
日
本
語
に
そ
れ
に
繋
が
る
も
の
を
見
い
だ
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
六
音
句
「
山
を
高
み
」
を
五
音
句
に
整
え
る
た
め
に

「
を
」
を
捨
て
た
と
き
、
連
濁
し
て
「
だ
か
み
」
と
な
る
要
因
が
、
わ

た
し
は
説
明
で
き
な
い
。
か
つ
て
「
を
」
間
投
助
詞
説
が
行
わ
れ
た
の

は
、
こ
の
句
の
意
味
が
「
山
が
高
い
の
で
」
と
解
釈
で
き
る
こ
と
か
ら
、

「
山

−

高
」
が
主
述
構
文
と
見
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。「
を
」
格
助

詞
説
に
拠
る
に
し
て
も
、
日
本
語
文
法
に
お
け
る
格
支
配
の
力
は
、
主

格
が
首
位
に
あ
り
、
対
格
が
そ
れ
に
次
ぐ
こ
と
は
、
上
代
以
来
変
わ
ら

ぬ
原
理
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
そ
の
格
助
詞
の
表
示
は
義
務
的
で
は
な
か

っ
た
。「
花
さ
き
、
鳥
う
た
ふ
里
」「
魚
つ
り
、
藻
刈
る
磯
」
に
は
主

格
・
対
格
表
示
の
助
詞
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
充
足
し
た
表
現
で
あ
る
。

か
く
て
、
何
ゆ
え
に
こ
こ
で
連
濁
現
象
が
生
じ
た
の
か
、
わ
た
し
は

遂
に
解
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

５　

春
霞
と
朝
霞

本
節
は
、
新
大
系
版
・
文
庫
版
の
記
述
の
矛
盾
や
不
統
一
で
は
な
く
、

十
分
な
自
覚
な
し
に
書
い
た
こ
と
が
、
連
濁
に
関
す
る
あ
る
事
実
を
蔵

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
書
く
。

「
春
に
あ
ら
わ
れ
る
霞
、
朝
か
か
っ
て
い
る
霞
、
そ
れ
ぞ
れ
を
一
語

で
な
ん
と
言
い
ま
す
か
」
と
問
わ
れ
た
ら
、
人
は
ど
う
答
え
る
だ
ろ
う

か
。
無
論
、
日
常
生
活
の
こ
と
ば
で
は
な
い
の
で
、
わ
た
し
に
は
歌
語

と
し
て
「
ハ
ル
ガ
ス
ミ
」「
ア
サ
ガ
ス
ミ
」
以
外
は
思
い
つ
か
な
い
。

だ
が
、
文
庫
版
を
第
一
巻
か
ら
順
に
読
ん
で
い
く
と
、
ち
ょ
っ
と
異
な

る
訓
に
出
会
う
。
二
つ
の
歌
を
題
詞
つ
き
で
掲
げ
る
。

磐い
は
の

姫ひ
め

皇
后
の
、
天
皇
を
思
ひ
て
御つ

作く

り
た
ま
ひ
し
歌
四

首
（
三
首
を
略
す
）

Ａ　

�

秋
の
田
の
穂
の
上う
へ

に
霧き

ら
ふ
朝
霞
い
つ
へ
の
方
に
我あ

が
恋
や

ま
む
（88

）

大
伴
宿
祢
駿
河
麻
呂
の
、
同
じ
坂
上
家
の
二じ

嬢じ
や
うを
娉よ
ば

ひ
し

歌
一
首

Ｂ　

�

春
霞
春か
す
が日
の
里
の
植
ゑ
小こ

水な

葱ぎ

苗
な
り
と
言
ひ
し
柄え

は
さ
し

に
け
む
（407

）

新
大
系
版
・
文
庫
版
と
も
、
Ａ 

が
連
濁
形
「
あ
さ
が
す
み
」、
Ｂ
が
不

連
濁
形
「
は
る
か
す
み
」
と
振
り
仮
名
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
に
つ
い

て
、
わ
た
し
ど
も
校
注
者
間
で
議
論
し
た
記
憶
は
な
い
。

『
萬
葉
集
總
索
引
』
に
よ
る
用
例
数
は
、「
朝
霞
」
八
、「
旦
霞
」
一
、

「
春
霞
」
十
八
、
い
ず
れ
も
連
濁
形
「
ガ
ス
ミ
」
で
、
皮
肉
な
こ
と
に
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音
仮
名
表
記
は
皆
無
で
あ
る
。
現
行
の
テ
キ
ス
ト
を
見
る
と
、
創
元
社

版
の
『
新
版
新
校
萬
葉
集
』〔1977

〕
は
「
あ
さ
が
す
み
・
は
る
が
す

み
」
で
と
も
に
連
濁
形
、
櫻
楓
社
版
〔1987

〕
は
「
あ
さ
か
す
み
・
は

る
か
す
み
」
で
と
も
に
不
連
濁
形
、
塙
書
房
版
〔2007

〕
と
和
泉
書
院

版
〔2008

〕
は
「
あ
さ
が
す
み
・
は
る
か
す
み
」
で
連
濁
形
と
不
連
濁

形
で
あ
る
。
刊
行
が
新
し
い
ほ
ど
、「
朝
霞
」
が
連
濁
形
、「
春
霞
」
が

不
連
濁
形
と
別
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

つ
い
で
に
注
釈
書
や
い
か
に
と
、
先
に
「
朝
狩
・
夕
狩
」
で
参
照
し

た
稲
岡
耕
二
氏
の
和
歌
文
学
大
系
『
萬
葉
集
』
の
第
一
冊
を
見
た
。
読

み
下
し
文
を
掲
げ
、
別
掲
原
文
の
振
仮
名
を
括
弧
書
き
し
て
添
え
る
。

Ａ　

�

秋
の
田
の
穂
の
上へ

に
霧き

ら
ふ
朝あ
さ

霞か
す
みい

つ
へ
の
方か
た

に
我あ

が
恋
ひ

止
ま
む
（88

）（
あ
さ
が
す
み
）

Ｂ　

�

春は
る

霞か
す
み

春
日
の
里
の
植う
ゑ

子こ

水な

葱ぎ

苗
な
り
と
言
ひ
し
柄え

は
さ
し

に
け
む
（407

）（
は
る
か
す
み
）

つ
ま
り
、
Ａ
の
「
朝
霞
」
に
関
し
て
、
読
み
下
し
文
と
原
文
と
で
振
り

仮
名
の
清
濁
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
稲
岡
氏
は
連
濁
か
否
か
に
関
心
が

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、
多
く
の
研
究
者
や
愛
好
者
に
一

般
的
な
傾
向
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
の
件
に
つ
い
て
、
手
始
め
に
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
を

見
る
と
、「
は
る
か
す
み
」
で
立
項
し
、
用
例
の
筆
頭
に
、『
歌
経
標

式
』
か
ら
「
あ
を
に
よ
し
奈
良
山
峡ガ

ヒ

よ
白
た
へ
に
此
の
た
な
び
く
は
婆は

留る

可か

須す

美み

な
り
」
を
挙
げ
、
次
い
で
萬
葉
集
の
用
例
「
春
霞
」
二
点

（789, 1464

）
を
挙
げ
て
い
る
。「
日
本
歌
学
大
系
」
第
一
巻
に
は
、

『
歌
経
標
式
』
の
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
を
「
真
本
」「
抄
本
」
と
し
て
収
め

て
い
る
。
誤
写
が
多
い
と
さ
れ
る
抄
本
を
避
け
て
、
真
本
の
本
文
を
引

用
す
る
。

阿
呼
爾
與
之　

那
羅
夜
麻
可
比
與　

旨
侶
他
倍
爾　

己
能
他
那
婢

俱
婆　

婆
留
可
須
美
那
利

『
歌
経
標
式
』
は
、
光
仁
天
皇
の
勅
を
奉
じ
て
藤
原
濱
成
が
撰
進
し
た

歌
論
書
で
、
そ
の
時
期
は
奈
良
時
代
末
期
の
宝
亀
三
年
で
あ
る
。
万
葉

仮
名
の
用
法
に
は
、
時
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
、
右
に
引
い

た
歌
の
第
四
句
末
と
結
句
初
頭
の
「
婆
」
は
清
音
仮
名
の
用
例
で
あ
る
。

歌
学
大
系
本
で
十
ペ
ー
ジ
弱
の
量
で
あ
る
が
、
万
葉
仮
名
は
「
カ
＝

可
」「
ガ
＝
我
」
と
ほ
ぼ
書
き
分
け
て
い
た
ら
し
く
、
三
十
例
ほ
ど
の

内
に
清
濁
が
明
ら
か
に
疑
わ
し
い
「
可
」
は
見
当
た
ら
な
い
。

「
朝
の
霞
」
と
「
春
の
霞
」、
そ
れ
ぞ
れ
が
複
合
す
る
と
き
、
な
ぜ
連

濁
と
不
連
濁
と
に
分
か
れ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
経
過
を
探
る
べ
く
大
型

辞
書
の
記
述
を
見
よ
う
。『
古
語
大
辞
典
』〔
小
学
館　

1983

〕
は
「
は

る
が
す
み
」
で
掲
出
し
て
い
る
。『
角
川
古
語
大
辞
典
』〔1994

〕
の
見

出
し
は
「
は
る
か
／
が
す
み
」
と
、
清
濁
両
形
を
掲
げ
て
異
様
で
あ
る
。
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『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
〔2001

〕
の
見
出
し
下
に
は
「
は
る
が

す
み
（
古
く
は
「
は
る
か
す
み
」）」
と
あ
る
。
三
十
年
ほ
ど
前
か
ら
連

濁
形
を
併
記
す
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

小
型
の
古
語
辞
典
を
見
る
と
、『
岩
波
古
語
辞
典
』
第
十
二
刷

〔1986

〕
は
「
は
る
が
す
み
」
で
掲
げ
て
い
る
が
、
少
し
新
し
い
『
詳

説
古
語
辞
典
』〔
三
省
堂　

2000

〕
は
、「
は
る
が
す
み
」
の
見
出
し
の

下
に
、「｟「
は
る
か
す
み
」
と
も
｠」
を
加
え
て
い
る
。『
歌
こ
と
ば
歌

枕
大
辞
典
』〔
角
川
書
店　

1996
〕
の
「
春
霞
」
の
項
に
は
、
古
く
は

「
は
る
か
す
み
」
と
呼
ん
だ
と
し
て
、
萬
葉
集
以
来
の
用
法
に
つ
い
て

の
解
説
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
来
る
と
、
近
年
刊
行
さ
れ
る
書
物

や
辞
書
に
、
古
く
は
「
は
る
か
す
み
」
で
あ
っ
た
と
い
う
記
述
が
見
ら

れ
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
背
景
に
は
、『
日
葡
辞
書
』
が
あ
る
、
と
わ
た
し
は
推
測
す
る
。

日
本
イ
エ
ズ
ス
会
の
長
崎
学
林
が
刊
行
し
た
、
日
本
語
と
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
の
対
訳
辞
書
、“V

O
CA
BV
LA
RIO

　

D
A

　

LIN
GO
A

　

D
E　

IA
PA
N
”

〔1603,04

〕
の
日
本
語
訳
が
、
四
百
年
を
経
て
、『
邦
訳
日

葡
辞
書
』〔
岩
波
書
店　

1980

〕
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
字
で
書
か
れ
た
十
七
世
紀
末
の
日
本
語
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を

介
す
る
こ
と
な
く
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は

「Farugasum
.　

ハ
ル
ガ
ス
ミ
（
春
霞
）　

春
の
靄
・
霞
．」
が
あ
る
。

こ
こ
に
至
っ
て
も
、
な
お
不
可
解
な
こ
と
が
あ
る
。
春
の
霞
が
不
連

濁
形
の
「
春
か
す
み
」
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
平
安
和
歌
の
研
究
者
に

は
分
か
り
き
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
古
今
和
歌
集
の
読
み
癖
や
ア
ク

セ
ン
ト
な
ど
を
記
し
た
か
な
り
の
文
献
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
研
究
の

蓄
積
も
厚
い
か
ら
で
あ
る
。

古
今
集
の
声
点
を
長
く
研
究
し
た
秋
永
一
枝
氏
の
『
古
今
和
歌
集
声

点
本
の
研
究
』〔
校
倉
書
房　

1980

〕
に
は
、「
は
る
か
す
み
」
の
文
字

列
に
、
複
声
点
す
な
わ
ち
濁
音
表
示
の
あ
る
例
は
挙
が
っ
て
い
な
い
。

竹
岡
正
夫
氏
は
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
』〔
右
文
書
院　

1976

〕
で
、

第
三
番
歌
「
は
る
か
す
み
た
て
る
や
い
づ
こ
み
よ
し
の
の
よ
し
の
の
山

に
雪
は
ふ
り
つ
つ
」
に
秋
永
氏
の
研
究
成
果
を
引
き
、
他
の
資
料
も
加

え
て
、「
は
る
か
す
み
」
の
不
連
濁
た
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

で
は
、
古
代
の
「
は
る
か
す
み
」
と
い
う
語
連
続
に
お
い
て
、
な
ぜ

連
濁
が
生
じ
な
か
っ
た
の
か
。
秋
永
氏
の
『
研
究
篇　

上
』
に
よ
る
と
、

「
体
言
二
拍
＋
体
言
三
拍
」
の
語
は
、「
あ
さ
柏
」
か
ら
「
ゆ
ふ
つ
く

よ
」
ま
で
の
二
十
三
で
、「
は
る
霞か
す
み」
も
含
ま
れ
る
。
こ
の
複
合
語
の

声
点
は
「
〇
◓
〇
〇
〇
」
で
あ
る
。
〇
印
は
「
低
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
、

◓
印
は
「
去き
ょ

声し
ょ
う

点て
ん

」
で
下
降
調
を
意
味
す
る
。
現
在
の
京
都
方
言
な

ど
を
聞
い
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
下
降
調
の
拍
は
、
高
や
低
の
単
独
の

拍
よ
り
、
少
し
長
く
発
音
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
ハ
ル
カ
ス
ミ
で
は
、
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「
ル
」
が
高
く
発
音
さ
れ
て
す
ぐ
に
下
降
す
る
。
そ
れ
を
誇
張
す
る
と
、

「
ハ
ル
ー
（
〇
●
〇
）」
と
で
も
書
け
よ
う
か
。「
ル
」
は
発
音
と
同
時

に
下
降
す
る
。
そ
の
あ
い
だ
に
、
発
音
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
減
じ
て
、
次

の
拍
「
カ
」
を
濁
音
に
変
え
る
力
が
な
く
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

「
カ
」
不
連
濁
の
「
ハ
ル
カ
ス
ミ
」
が
残
っ
た
の
は
、
か
か
る
事
情
に

よ
る
、
こ
れ
が
愚
案
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
経
緯
で
、
連
濁
語
「
朝
が
す
み
」
と
不
連
濁
語
「
春

か
す
み
」
が
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

６　

家
持
と
ホ
ト
ト
ギ
ス

大
伴
家
持
が
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
殊
に
好
ん
だ
こ
と
が
、
そ
の
作
歌
か
ら

知
ら
れ
て
い
る
。
萬
葉
集
に
見
え
る
ホ
ト
ト
ギ
ス
百
五
十
余
の
用
例
の

う
ち
、
六
十
数
例
が
家
持
の
作
だ
と
い
う
。
奈
良
時
代
、
漢
籍
由
来
の

知
識
で
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
立
夏
に
鳴
く
と
さ
れ
て
い
た
が
、
家
持
が
越

中
の
守
で
あ
っ
た
数
年
間
、
任
地
で
は
飛
来
が
遅
く
、
そ
の
声
を
待
ち

焦
が
れ
る
気
も
ち
が
多
く
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
詠
を
生
ま
せ
た
。

巻
第
十
九
に
、
天
平
勝
宝
二
年
四
月
三
日
、
旧
同
僚
、
越
前
の
判

官
・
大
伴
池
主
に
贈
っ
た
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
長
歌
と
反
歌
三
首
か
ら
成
る

歌
群
が
あ
る
。
そ
の
第
二
反
歌
を
掲
げ
、
言
及
箇
所
を
原
文
で
残
す
。

ほ
と
と
ぎ
す
聞
け
ど
も
飽あ

か
ず
網
取
尓
捕
り
て
な
つ
け
な
離か

れ
ず

鳴
く
が
ね
（4182

）

平
明
な
歌
で
、
従
来
ほ
と
ん
ど
議
論
の
対
象
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
と

思
う
。
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
と
ら
え
て
手
元
で
冬
を
越
さ
せ
た
ら
、
鳴
き
声

を
早
く
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、
と
い
う
歌
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

第
三
句
に
つ
い
て
小
さ
な
問
題
を
論
ず
る
。

奈
良
時
代
、
食
用
の
野
鳥
で
あ
る
カ
モ
・
キ
ジ
・
ヤ
マ
ド
リ
な
ど
は
、

弓
矢
、
網
、
囮
、
ト
リ
モ
チ
な
ど
を
用
い
て
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
ら
を

組
み
合
わ
せ
て
捕
獲
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
食
用
な
の
で
傷
を
負
う
こ

と
に
神
経
質
に
な
る
必
要
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
一
方
、
鷹
狩
用

の
鷹
や
隼
、
鵜
飼
用
の
鵜
の
捕
獲
に
は
、
で
き
る
だ
け
傷
つ
け
な
い
よ

う
に
、
細
心
の
注
意
が
注
が
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
各
種
の
専
門
書
や
百

科
事
典
に
よ
る
と
、
巣
立
ち
前
の
幼
い
鷹
を
捉
え
た
り
、
野
生
の
成
鳥

を
囮
に
し
て
お
び
き
寄
せ
て
網
に
か
け
た
り
、
ト
リ
モ
チ
で
捉
え
た
り

し
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
目
当
て
の
鳥
は
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
、
い
ろ

い
ろ
な
策
を
講
じ
て
捉
え
る
の
だ
と
い
う
。

も
は
や
思
案
す
る
ま
で
も
な
く
、「
網
」
と
「
捕
り
」
の
統
辞
関
係

は
「
網
に
て
捕
る
」、
す
な
わ
ち
《
道
具
格

−

述
語
動
詞
》
で
あ
る
。

《
名
詞

−

動
詞
「
取
り
」》
の
複
合
語
を
考
え
る
と
、「
汗
と
り
・
舵
と

り
・
茸
と
り
・
草
と
り
・
早
苗
と
り
・
蚤
取
り
・
蠅
と
り
・
婿
と
り
・



13　上代日本語連濁論のアポリア﻿ 

虫
と
り
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
思
い
つ
く
。
こ
こ
に
は
比
較
的
古
い
和
語

に
よ
る
も
の
を
並
べ
た
が
、
連
濁
の
法
則
の
う
ち
で
、
早
く
指
摘
さ
れ

た
の
は
、
①
「
や
ま
か
わ
／
や
ま
が
わ
」
の
《
対
等
／
修
飾
》
の
違
い
、

②
「
お
お
ぞ
ら
／
お
お
か
ぜ
」
な
ど
《
ラ
イ
マ
ン
の
法
則
》
の
関
与
、

③
「
草
取
り
」
な
ど
《
対
格

−

動
詞
連
用
形
》
構
造
の
三
つ
で
は
な
か

っ
た
か
。

わ
た
し
が
市
民
の
た
め
の
講
話
な
ど
で
③
と
し
て
ま
ず
例
示
す
る
の

は
、「
鮎
つ
り
・
鮒
つ
り
・
鰹
つ
り
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
「
夜
づ
り
・

友
づ
り
・
流
し
づ
り
」
を
対
比
さ
せ
る
と
よ
く
分
か
る
。「
鮎
つ
り
」

等
、
不
連
濁
の
複
合
語
の
前
項
は
、
す
べ
て
《
対
格

−

動
詞
連
用
形
》

の
関
係
で
成
り
立
つ
複
合
語
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
従
来
こ
の
歌
で
行
わ

れ
て
き
た
訓
「
網
と
り
」
は
「
網
を
と
る
」
の
意
だ
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

さ
ま
ざ
ま
の
注
釈
書
・
研
究
書
を
探
索
し
た
結
果
、
卑
見
に
一
致
す

る
読
み
を
採
る
一
書
、
橘
千
蔭
『
萬
葉
集
略
解
』（1796

）
に
出
会
っ

た
。
辻
本
修
學
堂
版
〔1899

〕
に
は
左
記
の
よ
う
に
あ
る
。

霍
公
鳥
。
雖
聞
不
足
。
網
取
爾
。
獲
而
奈
都
気
奈
。
可
禮
受

鳴
金

ほ
と
ゝ
ぎ
す
、
き
け
ど
も
あ
か
ず
、
あ
み
ど
り
に
、
と
り
て

な
つ
け
な
。
か
れ
ず
な
く
が
ね

網
に
て
取
る
を
ア
ミ
ド
リ
と
言
ふ
。
ナ
ツ
ケ
ナ
は
ナ
ツ
ケ
ン

な
り
。
ガ
ネ
は
設
け
て
待
つ
詞
。

そ
う
な
の
だ
。
網
で
取
る
か
ら
「
網
ド
リ
」
な
の
だ
。「
網
ト
リ
」

な
ら
、「
網
を
取
る
」
の
複
合
名
詞
形
と
解
釈
す
る
の
が
日
本
語
な
の

で
あ
っ
た
。

な
お
、
同
書
の
寛
政
年
間
か
ら
文
化
年
間
に
出
版
さ
れ
た
版
に
依
拠

す
る
日
本
古
典
全
集
版
に
よ
っ
て
も
、
当
該
歌
の
訓
の
清
濁
に
異
同
は

な
い
。

全
く
偶
然
な
の
だ
が
、
あ
る
小
さ
な
集
ま
り
で
話
を
す
る
必
要
が
生

じ
て
、
か
つ
て
目
に
と
め
て
い
た
『
太
田
晶
二
郎
著
作
集　

第
三
冊
』

（
吉
川
弘
文
館　

1992

）
を
開
い
た
。
そ
の
第
十
四
論
文
「「
四
の
數
を

忌
む
こ
と
」
は
平
安
時
代
に
溯
る
」
の
（
一
）
は
次
の
よ
う
に
始
ま
っ

て
い
る
。

ホ
ト
ト
ギ
ス
、
聞
ケ
ド
モ
足ア

カ
ズ
、
網
取ド

リ
ニ
獲ト

リ
テ
ナ
ツ

ケ
ナ
、
カ
レ
ズ
鳴
ク
ガ
ネ
。

夙
に
奈
良
時
代
、『
萬
葉
集
』
の
此
の
歌
は
、
ホ
ト
、
ギ
ス
を
生

捕
つ
て
飼
つ
て
、
不
断
に
聞
か
う
と
ま
で
言
ふ
の
で
あ
り
、（
以

下
略
）

「
網
取
」
を
ア
ミ
ド
リ
と
読
ん
だ
人
が
一
人
殖
え
た
と
知
っ
て
、
わ

た
し
は
同
志
の
出
現
を
喜
ん
だ
。
こ
の
文
章
は
、
雑
誌
『
日
本
歴
史
』
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三
十
四
号
〔
吉
川
弘
文
館　

1951.3

〕
の
「
研
究
余
禄
」
欄
に
載
っ
た

エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
。
博
覧
強
記
の
太
田
氏
の
こ
と
だ
、『
略
解
』
を
読

ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
、
ま
こ
と
に
些
細
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、「
網
取
」
の
訓
を

「
あ
み
と
り
」
か
ら
「
あ
み
ど
り
」
に
変
更
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

７　

記
紀
歌
謡
の
連
濁

本
稿
を
構
想
し
た
の
は
一
年
ま
え
。
萬
葉
集
の
語
彙
に
限
っ
て
連
濁

の
問
題
を
論
ず
る
つ
も
り
で
、
標
題
は
「
萬
葉
語
の
連
濁
に
つ
い
て
」

を
考
え
て
い
た
。
だ
が
、
書
き
進
め
る
う
ち
、
４
の
節
に
書
い
た
ミ
語

法
に
触
れ
ざ
る
を
得
ず
、
考
察
の
範
囲
を
記
紀
に
広
げ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

近
年
、
連
濁
論
の
専
書
や
音
節
構
造
に
関
す
る
著
作
の
刊
行
が
続
く

が
、
そ
の
対
象
領
域
は
、
ま
ず
現
代
語
か
室
町
時
代
語
、
ま
た
は
室
町

時
代
語
か
ら
現
代
語
ま
で
が
大
半
で
あ
る
。『
国
語
学
大
辞
典
』

〔1980

〕
の
「
連
濁
」
の
項
は
、
前
身
の
『
国
語
学
辞
典
』〔1955

〕
と

同
じ
奥
村
三
雄
氏
の
筆
に
な
る
。
そ
れ
は
、
前
書
に
比
べ
て
漢
字
音
の

か
ら
む
連
濁
に
関
す
る
記
述
は
充
実
し
て
い
る
が
、
平
安
時
代
以
前
に

つ
い
て
は
さ
ほ
ど
の
変
化
が
な
い
。
そ
の
原
因
は
ほ
ぼ
明
白
で
あ
る
。

濁
音
を
記
す
資
料
が
乏
し
い
か
ら
で
あ
る
。
特
に
平
安
時
代
は
仮
名
が

き
の
濁
音
表
示
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
全
体
的
な
把
握
は
難
し
い
の
だ

と
思
う
。

連
濁
の
研
究
に
有
益
な
資
料
と
し
て
、
近
代
初
期
に
は
ヘ
ボ
ン
の
辞

書
が
あ
り
、
中
世
末
期
に
は
『
日
葡
辞
書
』
が
あ
る
。
平
安
時
代
の
大

き
な
辞
書
に
は
『
類
聚
名
義
抄
』
が
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
辞
書
の
濁
音

表
示
は
緻
密
と
は
言
え
な
い
。
語
彙
数
は
そ
れ
な
り
に
あ
る
が
、
基
本

的
に
漢
籍
・
仏
書
を
読
む
た
め
の
字
書
で
あ
っ
て
、
和
文
・
和
歌
な
ど

を
読
む
に
は
さ
ほ
ど
有
益
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
中
世
・
近
代
の
連
濁

と
比
べ
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
、
わ
た
し
は
そ
う
考
え

て
、
望
月
郁
子
氏
の
労
作
、『
類
聚
名
義
抄
四
種
声
点
付
和
訓
集
成
』

〔
笠
間
書
院　

1974

〕
か
ら
、
連
濁
と
お
ぼ
し
い
訓
を
拾
い
上
げ
る
作

業
を
試
み
た
。
望
月
氏
が
対
象
に
し
た
の
は
、『
類
聚
名
義
抄
』
に
加

え
る
に
、『
和
名
類
聚
抄
』『
法
華
経
単
字
』『
前
田
本
色
葉
字
類
抄
』

『
岩
崎
本
字
鏡
』
で
あ
る
。
一
ぺ
ー
ジ
四
十
語
の
六
百
三
十
八
ぺ
ー
ジ

か
ら
得
ら
れ
た
、
連
濁
の
考
察
に
資
す
べ
き
材
料
は
、
や
は
り
と
言
う

べ
き
か
、
残
念
な
が
ら
と
言
う
べ
き
か
、
さ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
そ
れ

を
材
料
に
し
て
考
え
る
こ
と
は
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

万
葉
仮
名
で
書
か
れ
た
古
代
日
本
語
の
資
料
と
し
て
先
ず
考
え
ら
れ
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る
の
は
、
古
事
記
と
日
本
書
紀
の
訓
注
と
歌
謡
で
あ
る
。
そ
の
訓
注
の

う
ち
、
古
事
記
の
四
十
余
条
は
単
純
語
が
大
半
で
、
連
濁
を
考
え
る
材

料
に
は
適
し
な
い
。
日
本
書
紀
の
三
百
数
十
条
に
は
複
合
語
や
句
も
含

ま
れ
て
少
し
は
役
だ
ち
そ
う
に
思
え
た
が
、
連
濁
の
考
察
に
使
え
そ
う

な
語
句
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
か
く
て
残
っ
た
の
は
古
代
歌
謡
、
な
か

ん
づ
く
記
紀
の
歌
謡
で
あ
る
。

以
下
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
、
土
橋
寛
校
注
『
古
代
歌
謡
集
』

〔1957

〕
の
釈
文
を
基
礎
に
置
く
。
引
用
歌
の
下
に
括
弧
書
き
し
た
歌

番
号
は
同
書
の
も
の
で
、「
記
」
は
古
事
記
を
、「
紀
」
は
日
本
書
紀
を

意
味
す
る
。
留
意
す
べ
き
箇
所
に
は
、
原
文
を
残
し
て
掲
げ
る
。

初
め
に
、
古
事
記
上
巻
の
終
り
、
火ほ

遠を

理り
の

命み
こ
とが

豊と
よ

玉た
ま

姫ひ
め

に
返
し
た
歌

を
見
る
。
ロ
ー
マ
数
字
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
の
下
に
、
古
事
記
・
日
本
書
紀
・

歌
経
標
式
真
本
の
そ
れ
を
掲
げ
る
。
歌
経
標
式
の
釈
文
は
稿
者
に
よ
る
。

Ⅰ　

�

沖
つ
鳥　

加か

毛も

度ど

久く

島
に　

我
が
率ゐ

寝ね

し　

妹い
も

は
忘
れ
じ　

世
の
盡
こ
と
ご
とに

（
記8

）

Ⅱ　

�

沖
つ
鳥　

軻か

茂も

豆づ

句く

島
に　

我
が
率ゐ

寝ね

し　

妹
は
忘
ら
じ　

世
の
こ
と
ご
と
も
（
紀5

）

Ⅲ　

�

沖
つ
鳥　

可か

毛も

都つ

久く

島
に　

我
が
ゐ
ね
旨し　

妹
は
和わ

須す

禮れ

旨じ　

世
の
こ
と
□
□
に
（
標
式
）

Ⅲ
で
は
、
第
三
・
四
句
の
末
尾
に
、「
旨
」
が
清
音
「
シ
」
と
濁
音

「
ジ
」
の
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
初
句
の
「
沖
つ
鳥
」
は

「
鴨
」
を
導
く
と
解
し
、
Ⅰ
の
第
二
句
の
「
ど
く
」
は
「
着
く
」
が
連

濁
・
転
音
し
た
と
す
る
説
が
広
く
行
わ
れ
て
い
る
が
、
わ
た
し
に
は
そ

れ
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
Ⅱ
の
「
か
も
づ
く
」
も
甚
だ
怪
し
い
と
思

う
。
細
か
い
言
及
は
し
な
い
が
、
Ⅰ
か
ら
Ⅱ
へ
、
Ⅱ
か
ら
Ⅲ
へ
と
進
む

に
つ
れ
て
、
語
句
の
つ
な
が
り
も
歌
意
も
明
快
さ
が
増
し
て
い
る
と
言

え
る
。
歌
経
標
式
の
伝
え
る
歌
は
、
奈
良
時
代
後
期
ま
で
に
次
第
に
合

理
化
の
進
ん
だ
跡
を
と
ど
め
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

次
に
、
古
事
記
仁
徳
天
皇
条
、
磐
之
姫
大
后
の
嫉
妬
を
伝
え
る
説
話

の
中
の
歌
謡
を
読
む
。

（
五
句
略
）
つ
ぎ
ね
ふ
や　

山
城
川
を　

川
泝の
ぼ

り　

我
が
泝
れ
ば　

川
の
辺へ

に　

生お

ひ
立だ

て
る
（
淤
斐
陀
弖
流
）　

鳥さ

草し

樹ぶ

を　

鳥
草

樹
の
木
（
以
下
九
句
略　

記57

）

「
生
ひ
立
て
る
」
は
省
略
さ
れ
た
二
句
先
に
も
あ
る
。
な
お
、
同
じ
状

況
に
関
わ
る
歌
が
日
本
書
紀
の
仁
徳
天
皇
卅
年
に
あ
る
が
、
歌
詞
が
異

な
る
の
で
直
接
の
比
較
は
で
き
な
い
。

こ
こ
で
分
か
ら
な
い
の
は
、
複
合
動
詞
「
生
ひ
立
つ
」
の
連
濁
で
あ

る
。
動
詞
「
生
ふ
」
と
「
立
つ
」
の
等
位
複
合
の
動
詞
な
の
で
、
日
本

語
史
を
通
じ
て
原
則
的
に
は
連
濁
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。『
時
代
別
国

語
大
辞
典
上
代
編
』
は
不
連
濁
の
「
お
ひ
た
つ
」
で
立
項
し
、
右
の
古
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事
記
の
例
と
、
萬
葉
集
の
「
於お

非ひ

多た

知ち

」（4111

）
を
用
例
と
し
て
い

る
。
一
方
、
記
紀
歌
謡
に
は
か
か
る
複
合
動
詞
の
連
濁
し
た
例
が
多
く
、

「
立
ち
栄ざ
か

ゆ
」「
取
り
枯が

ら
す
」「
張
り
立だ

つ
」
な
ど
が
あ
る
。

最
後
に
、
古
事
記
下
巻
の
允
恭
天
皇
条
、
軽
太
子
と
軽
嬢
子
の
密
通

を
語
る
説
話
群
の
歌
謡
の
冒
頭
を
見
る
。
い
ず
れ
も
第
三
句
以
下
を
省

略
す
る
。

天あ
ま

飛だ

む
（
阿
麻
陀
牟
）　

軽か
る

の
嬢を
と
め子

（
記83

）

天あ
ま

飛だ

む
（
阿
麻
陀
牟
）　

軽か
る

嬢
子
（
記84

）

天あ
ま

飛と

ぶ
（
阿
麻
登
夫
）　

鳥
も
使つ
か
ひそ

（
記85

）

記
83
は
紀
71
に
小
異
の
形
で
見
え
て
い
る
。

『
古
事
記
傳
』
以
来
、「
だ
む
」
は
「
と
ぶ
」
の
音
転
だ
と
す
る
説
が

行
わ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
』

〔1997

〕
は
「
天あ
ま

飛だ

む
」
に
異
議
を
唱
え
て
、「
天あ
ま

廻だ

む
」
を
提
示
し
た
。

そ
の
根
拠
は
記
83
の
頭
注
で
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
あ
ま
だ
む
」
は
「
軽
」
の
枕
詞
。
天
を
か
け
め
ぐ
る
意
で
「
か

り
（
雁
）」
と
類
音
の
「
か
る
（
軽
）」
に
か
か
る
。「
天
飛
あ
ま
と

ぶ
」
か
ら
転
じ
て
「
天
だ
む
」
と
な
っ
た
と
す
る
説
が
あ
る
が
、

音
変
化
と
し
て
は
考
え
に
く
い
。

上
代
語
の
論
理
と
し
て
は
、
こ
ち
ら
が
断
然
優
位
に
立
ち
う
る
、
と
わ

た
し
は
考
え
る
。
だ
が
、
萬
葉
集
で
「
あ
ま
と
ぶ
や
」
の
形
で
六
つ
の

用
例
を
有
す
る
枕
詞
が
、
記
紀
の
歌
謡
に
は
、
何
ゆ
え
に
か
く
も
著
し

く
音
転
し
た
枕
詞
が
あ
り
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
説
か
ず
し
て
論

証
し
た
と
は
言
え
ま
い
。

以
上
、
記
紀
歌
謡
の
連
濁
ら
し
い
事
象
の
三
組
を
一
瞥
し
た
。
わ
ず

か
二
百
ほ
ど
の
歌
謡
に
、
こ
の
た
ぐ
い
の
難
解
の
極
み
の
よ
う
な
表
現

の
満
ち
て
い
る
現
実
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
正
面
か
ら
論
ず
る
意
欲
も
能

力
も
わ
た
し
に
は
な
い
。
辛
う
じ
て
萬
葉
集
の
歌
の
言
葉
を
考
え
て
お

茶
を
濁
し
て
き
た
が
、
上
代
語
全
体
を
対
象
に
し
た
ら
、
そ
れ
は
ま
さ

に
ア
ポ
リ
ア
の
大
渦
に
身
を
投
ず
る
こ
と
を
意
味
す
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
次
の
こ
と
を
述
べ
た
。

１�　

近
年
、
連
濁
研
究
の
成
果
が
多
く
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
成
果
に
学
ん
で
、
萬
葉
集
の
連
濁
に
つ
い
て
考
え
る
。

２�　
「
朝
狩
・
夕
狩
」
は
「
ア
サ
ガ
リ
・
ユ
フ
ガ
リ
」
と
連
濁
形
で

読
む
べ
き
で
あ
る
。

３�　

動
詞
「
下
延
ふ
」
は
不
連
濁
形
「
シ
タ
ハ
フ
」、
名
詞
「
下
延

へ
」
は
連
濁
形
「
シ
タ
バ
へ
」
と
読
む
。

４�　
「
山
高
み
」
は
、
記
紀
歌
謡
の
用
例
に
よ
っ
て
連
濁
形
「
ヤ
マ
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ダ
カ
ミ
」
と
読
ん
で
お
く
。

５�　
「
朝
霞
」
は
古
代
か
ら
「
ア
サ
ガ
ス
ミ
」
で
あ
っ
た
。「
春
霞
」

は
、
古
代
に
は
不
連
濁
の
「
ア
サ
カ
ス
ミ
」
で
あ
っ
た
が
、
室
町

時
代
に
は
連
濁
形
「
ハ
ル
ガ
ス
ミ
」
に
転
じ
て
い
た
。

６�　

ホ
ト
ト
ギ
ス
を
網
で
捕
ら
え
る
「
網
取
」
は
、
日
本
語
の
統
辞

法
に
則
っ
て
「
ア
ミ
ド
リ
」
と
連
濁
形
で
読
む
べ
き
で
あ
る
。

７�　

記
紀
歌
謡
の
連
濁
は
、
萬
葉
集
の
そ
れ
と
は
異
質
と
い
え
る
ほ

ど
難
解
な
世
界
で
あ
る
。

附
記　

�

本
稿
は
、
岩
波
文
庫
版
『
万
葉
集
』
の
、
他
の
校
注
者
と
の
協

議
を
経
ず
に
書
か
れ
た
。

―
―
令
和
五
年
九
月
成
稿
〔2023

〕
―
―

�

（
く
ど
う
・
り
き
お　

成
城
大
学
名
誉
教
授
）


